
武
蔵
鐙
と
は
「
て
ん
な
ん
し
ょ
う
科
の
多
年
生
草
本 、
及
び 、
中
古
武
蔵
国
よ
り
製
出
し
た
鐙 、

た
の
で 、
歌
に
さ
す
が
に
か
け
て
よ
む 。
云
々
」
と
乎
凡
社
の
大
辞
典
に
は
説
明
が
あ
る 。

し
か
し 、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は 、
家
康
に
よ
っ
て
そ
の
基
が
築
か
れ 、
家
光
の
武
断
政
治
を
経
過
し
て
四
代
将
軍
家
網
の
代 、

箱
藩
体
制
も
よ
う
や
く
定
着
し
始
め 、
人
心
も
定
ま
り
始
め
た
頃 、
明
暦
三
年
（一
六
五
七
年）
正
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
昼
夜

三
日
間
に
わ
た
っ
て
江
戸
を
焼
き
尽
く
し
た
大
火
の
有
様
を
「
東
海
道
名
所
記」
や
「
浮
世
物
語」
等
で
有
名
な
仮
名
草
子
作
家
の
浅

井
了
意
が
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
見
聞
記
「
武
蔵
鎚」
で
あ
る 。

作
者
の
浅
井
了
意
は 、
そ
の
多
く
の
著
作
の
割
に
は 、
そ
の
人
と
な
り 、

経
歴
等
に
不
明
な
点
の
多
い
人
物
で
あ
る 。
北
条
秀
雄
氏

も
「
仏
溢 、
仮
名
草
子
其
他
を
合
し
て
無
慮
七
十
部
六
百
巻
に
も
の
ぼ
る
厖
大
な
著
裕 、
五
十
年
以
上
に
も
亘
る
文
筆
生
活 、
多
彩
多

の
作
と
認
め
う
る
も
の 、
三
部
十
巻」
に
入
っ

て
お
り 、

し
か
し
な
が
ら
「
武
蔵
鐙」
に
つ
い
て
は 、
同
氏
に
よ
れ
ば 、
了
意
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
分
類
の
う
ち
「
B 、
大
体
了
意

そ
れ
は
「
A 、
確
実
に
了
意
の
作
と
認
め
う
る
も
の 、
十
六
部
百
三
十
三
巻」

に
分
頬
さ
れ
て
い
る
「
江
戸
名
所
記」
の
「
廻
向
院
の
条」
と
完
全
に一
致
す
る
こ
と
等
か
ら
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る 。
又 、
水
谷

不
到
氏
は 、
そ
の
著
「
仮
名
草
子
研
究」

「
江
戸
文
学
叢
説」

（
日
本
文
学
講
座
第
六
巻 、
江
戸
時
代
上
綴）
に
お
い
て 、
又 、
藤
井
乙
男
氏
も 、
そ
の
著

（
岩
波
得
店）
に
お
い
て
浅
井
了
意
の
項
で 、
共
に
「
武
蔵
鐙」
を
両
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拗
に
よ
っ
て
了
意
の
作

•

I
!｀
i
,
_
;,
t'99，＇
→
i＿
J
n-

贔

名
も一
定
せ
ず 、
主
要
作
品
が
殆
ど
伝
了

意作
で
あ
る 。
」
（
北
条
秀
雄
著
「
浅
井
了
盛」
三
省
堂
五
頁）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る 。

様
の
作
品
と
い
っ

た
も
の
を
並
べ
て
見 、

一
、

武
蔵
鐙
に
つ
い
て

武

蔵
鐙

3

諸

本

し
か
も
了
意
の
場
合
そ
の
閲
肱
が
今
両
は
っ
き
り
せ
ず 、

さ
す
が
と
鐙
と
を
作
り
つ
け
に
し

無
咎
名
の
作
品
が
多
く。
．

．

．

．。
署・

松

浦

公

平
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備

考

日
本
文
学
年
表
（
東
京
堂）
に
よ
る
と、
明
暦
三
年
の
江
戸
大
火
か
ら
明
和
九
年
二
月、
す
な
わ
ち
「
武
蔵
鐙」
の
再
々
版
が
出
さ

れ
た
頃
ま
で
の
百
年
足
ら
ず
の
間
に
十
四
回
も
「
江
戸
大
火」
の
臨
所
が
見
受
け
ら
れ
る。
十
年
に
一
度
は
江
戸
が
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
江
戸
の
み
な
ら
ず
京
都
の
大
火
も
勘
定
に
加
え
れ
ば、
そ
の
倍
は
優
に
越
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
れ
か

ら
考
え
て
み
れ
ば、
腐
治
四
年
三
月
に
「
武
蔵
鎧」
の
初
版
が
出
さ
れ
て
か
ら
十
九
年
後
の
延
宝
四
年
正
月、
九
十
五
年
後
の
明
和
九

年
三
月
と
い
う
よ
う
に
再
版、
再
々
版
と
板
が
重
ね
ら
れ
た
理
由
も
わ
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

前
記
の
北
条
秀
雄
氏
の
「
浅
井
了
意」
に
よ
る
と
「
東
海
道
名
所
記」
が
総
治
l

．
二
年
頃、

治
四
年、
了
意
四
十
四
オ
の
作、

「
燕
石
十
種」
第一
巻
（
国
醤
刊
行
会）
所
収
の
後
見
草
の
序
に
「
古
語
に
後
見
今
亦
猶
今
見
古
と
い
へ
り。
此

頃亀
岡
石
見
入
道

宗
山
が
粒
屈
る
明
暦
中
火
災
の
記
を
其
む
ま
子
伊
豫
と
云
る
も
の
よ
り
借
受
て．．．．
 。。
世
に
行
る
武
蔵
鐙
と
い
ふ
物
と
こ
と
に
し
て
誠

の
私
記
な
る
も
の
也。
．．．．．．
 」
と
あ
る。
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
「
武
蔵
鐙」
で
あ
る
が、
こ
の
た
び
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
武
減
鐙」
の
コ
ピ
ー
を
収
集
し
た
と
こ
ろ、
そ
の
初
版
だ
け
で
も
六
部、
再
版、
再
々
版、
又、
そ
の
写
本
も
含
め
る
と
十
四
部
に

も
及
ぷ
こ
と
か
ら、
そ
れ
は
こ
の
板
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

．
二、
版
本
（
写
本）
の
所
在
及
び
紹
介

仰、
萬
治
四
年
版

と
さ
れ
て
い
る。

「
江
戸
名
所
記」
は
寛
文
二
年
五
月、

了
意
四
十一
オ、

了
意
四
十
五
オ
の
作
と
さ
れ
て
い
る。

「
武
蔵
鐙」
は
萬

〇
調
査
済
み
の
も
の

•
国
立
国
会
図
祖
館、
静
嘉
佳、
東
京
教
育
大
学、
東
京
芸
術
大
学、
九
州
大
学、
大
阪
市
立
大
学
（
以
上
板
本）
、
日
本
大
学
武
笠
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上
巻

十
七
丁
オ

な
し

十
一

丁
ウ

籠
屋

九
丁
ウ

い

は

ひ

八
丁
オ

ほ
ん
く
わ
ん
し

二
丁
ゥ

紹

介

文
庫
（
写
本）

北
野
天
神

片
面
五
枚

十
四
丁
ウ

十
五
丁
オ

｛
 

浅
草
門

な
し

五
丁
ウ

｛
 

六
丁
オ

や
け
出

上
巻
二
十
丁

下
巻
二
十
六
丁

丁
数
｛

題
姦
「
む
さ
し
あ
ぶ`
‘`

上
下
二
巻、

二
冊
本

れ
い
か
ん
し

上
（
下）
」

挿
絵、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
名、

寺
名、

橋
名、

詞
習
が
四
隅
や
中
央
に
書
い
て
あ
る
。

見
開
き
二
枚

―T-＿·TIJ
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下
巻
で
五
枚
も
あ
る
。

「
函
治
四
年
丑
三
月
吉
日

各
段
落
の
区
切
り
は
改
行
に
よ
る
よ
り
も
頁
が

改
め
ら
れ
て
い
て、

そ
の
他

る
゜

刊
記

下
巻
の
二
十
六
丁
ウ
に
本
文
よ
り
大
き
な
字
で

ビ
が
ふ
っ

て
あ
る
。

本
文、

一

面
十
一

行
（
一

丁
オ
は
十
行）
、

一

行
二
十
字
前
後、

柱
刻
「
む
さ
し
あ
ふ‘‘、

平
仮
名
文
で
句
点
渇
点
が
打
た
れ、

懃
字
に
は
ほ
と
ん
ど
全
部
ル

上

全_
)
」

十
九
丁
オ

な
し

十
七
丁
ォ

な
し

十
五
T
ォ

大
は
し

九
丁
ゥ

も
み
ち
山

三
丁
ウ

六
丁
オ

京
は
し

な
し

片
面
六
枚

十
二
丁
ウ

｛
 

十�
二
丁
オ

な
し
ゑ
か
う
い
ん

下
巻

二
十
丁
オ

見
開
き
1

枚

な
し

そ
の
た
め
に
半
分
以
上
も
空
白
の
丁
が
、

上
巻
で
六
枚、

寺
町
二
条
下
ル

町

中
村
五
兵
術
開
版
」

と
あ
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挿
絵

上
巻

五
丁
ウ

六
丁
オ

｛
 

な
し
れ
い
か
ん
し

上
下
二
巻、

二
冊
本

上
（
下
）
」

見
淵
き
一

枚

片
面
二
枚

上
巻

丁
数
｛

下
巻

詞
忍
が
二
箇
所
だ
け

十
七
丁

十
一

丁

題
姦
「
む
さ
し
あ
ぶ、‘‘

紹

介

都
立
日
比
谷
図
掛
館
（
板
本
）

0
調
査
済
み
の
も
の

内
閣
文
庫、

国
立
国
会
図
書
館、

東
北
大
学
狩
野
文
庫、

凝
応
義
婆
大
学
（
以
上
板
本
）
、

岡
山
大
学
池
田
家
文
廂
（
写
本
）

0
未
調
査
の
も
の

⑬

延
宝
四
年
版

日
本
大
学
武
笠
文
印
本
r
武
蔵
鎧
」

は
写
本
で、

三
種
の
版
年
の
も
の
の
内、

低
治
四
年
版
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

備

考
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刊
記

本
文

従
っ

て
板
元
に
よ
り
改
板
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
上
巻
で
は
一

丁
ウ
、

下
巻
で
は
字一
丁
オ

、

そ
の
他

一

面
十
五
行
（
一

丁
オ
は
上
巻
下
巻
と
も
に
十
三
行
）

、

見
開
き
一

枚

柱
刻
「
む
さ
し

十
二
T
ォ

こ
ま
物
う
り

上
（
下
）
」

諏
月
吉
辰

打
ち 、

漢
字
に
は
成
治
四
年
版
の
も
の
よ
り
少
な
い
か
ル
ピ
が
ふ
っ
て
あ
る
。

下
巻
の
十
七
丁
ウ
に
本
文
よ
り
大
き
な
字
で
「
延
宝
四

Pl-
J．
歳

各
段
落
毎
に
行
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。

抑
絵
の
人
物
の
位
骰
等 、

携
図
が

、

萬
治
四
年
版
の
そ
れ
と
大
き
く
相
違
す
る
。

本
文
も
新
し
く
彫
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
五
T
オ

な
し

な
し

九
丁
＊

な
し

片
面
四
枚

二
丁
オ

な
し

五
丁
ウ

（
 

六
丁
オ

な
し

な
し

下
巻

九
丁
オ

な
し

二
丁
オ

八
丁
ウ
）

山
本
九
左
衛
門
板」

と
あ
る
。

一

行
二
十
四
字
前
後 、

平
仮
名
文
で 、

句
読
点
は
無
く 、

濁
点
を

ー 46 -



上
巻

二
丁
オ

北
野
天
神

六
丁
ゥ

七
丁
オ

｛
 

浅
草
門

な
し

挿
絵

地
名
の
苔
い
て
あ
る
も
の
二
枚

二
冊
本

紹

介

（
板
本）

0
未
調
査
の
も
の

東
北
大
学
狩
野
文
紺、

神
宮
文
庫
（
以
上
板
本
）

明
和
九
年
版

0
調
査
済
み
の
も
の

都
立
日
比
谷
図
香
館

上
下
二
巻

題
噺
「
む
さ
し
あ
ふ
｀‘‘

上
巻
十
一

丁

下
巻
十
七
丁

丁
数
｛

上
（
下）
」

見
開
き
一

枚

片
面
二
枚

岡
山
大
学
池
田
家
文
那
本
「
武
蔵
鐙
」

備

考

（
写
本
二
種
の
う
ち
挿
絵
を
含
む
も
の
）

は
延
宝
四
年
版
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。

- 4 7 -



に
は
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
．

備

考 る
。

刊
記
柱
刻
「
む
さ
し

十
二
丁
＊

上
（
下）
」

下
巻
の
十
七
丁
ウ
に
本
文
よ
り
大
き
な
字
で
「
再
板
明
和
九
ョ
辰
歳
春
三
月
吉
馬

朋
和
九
年
版
の
刊
記
に
は、
「
山
本
九
左
術
門
」

と
「
西
宮
新
六
」

の
名
前
が
並
べ
て
あ
る
。

こ
れ
は、

山
本
九
左
衛
門
の
延
宝
四
年

版
に
西
宮
新
六
が
新
し
く
入
木
を
し
た
と
い
う
こ
と
で、

そ
れ
は
挿
絵
や
文
字
の
形
の
相
違
（
部
分
的
）

等
か
ら
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で、

明
和
九
年
版
に
お
け
る、

明
ら
か
に
入
木
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
を、

延
宝
四
年
版
の
同
じ
部
分
と
比
較
し
て
み

た
と
こ
ろ、

四
十
五
箇
所
に
わ
た
っ
て
相
造
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

次
に
そ
の
部
分
を、

洪
治
四
年
版
の
同
じ
部
分
と
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
二
十
箇
所
の
相
逸
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し、

こ
の
内

十
六
T
ウ

な
し
な
し

九
丁
ウ

な
し

二
丁
オ

な
し

片
面
四
枚

五
丁
ウ

｛
 

六
丁
オ

な
し

下
巻

な
し

見
開
き
一

枚

九
T
ゥ

な
し

•

 

山
本
九
左
衛
門

西
宮
新
六
版
」

と
あ

-- 4 8 -



「
母
も
ゆ
き
方
な
く
な
り
し
か
バ
、

今
＾

さ
だ
め
て
。・
；
」

延
宝
四
年
版
よ
り
も、

肱
治
四
年
版
に
巌
も
近
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

す
な

わ
ち、

西
宮
新
六
は
、

明
和
九
年
版
を
出
す
際
に、

延
宝
四
年
版
の
板
木
を
使
用
し
た
が、

そ
の
砦
耗
の
激
し
い
部
分
を
補
修
す
る
の

に、

厳
治
匹
年
版
を
参
考
に
し
て、

入
木
を
す
る
板
木
を
彫
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

又、

内
容
的
に
影
密
を
与
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
が、

他
の
版
年
の
も
の
に
は
見
ら
れ
な
い
文
章
や
語
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
所
が
、

か
な
り
見
う
け
ら
れ
る
。

特
に
上
巻
の
十
丁
ウ
に
至
っ
て
は、

そ
の
は
な
は
だ
し
い
も
の
で
、

二
固
所
五
十
三
字
に
わ
た
っ
て
増
補
が

行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は、

入
木
を
彫
る
際
に、

あ
ま
り
字
を
小
さ
く
し
過
ぎ
て、

終
わ
り
を
次
の
面
に

引
き
継
ぐ
に
は
間
が
空
き
す
ぎ
る
の
で
、

や
む
な
く
ニ
・

三
行
程
度
の
、

萬
治
四
年
版
に
は
無
い
文
章
や
語
句
を
作
っ
て
間
に
あ
わ
せ

を
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
く、

西
宮
新
六
に
は
何
ら
深
い
意
図
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

入
木
さ
れ
て
い
る
面
は、

抑
絵
を
除
く
と、

上
巻
十
面
（
二
丁
ウ
、

五
丁
オ
、

五
丁
ウ
、

六
丁
オ
、

七
丁
ウ、

八
丁
オ、

八
丁
ウ
、

九
丁
オ、

十
丁
オ、

十
m
頑）
、

下
巻
六
面
（
九
丁
オ、

十
五
丁
オ
、

十
五
丁
ゥ
、

十
六
丁
オ
、

十
七
丁
オ、

十
七
丁
ウ
）
。

挿
絵
は
全
部
延
宝
四
年
版
の
取
木
に
よ
る
も
の
で
は
無
く、

新
し
く
彫
り
直
さ
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

又、

上
巻
の
二
丁
オ
、

見
開
き

六
丁
ウ、

七
丁
オ、

下
巻
の
九
丁
ウ、

十
六
丁
ウ
の
四
面
は、

構
図
か
ら
見
る
と
大
体
の
と
こ
ろ
が
高
治
四
年
版
と
同
じ
で
、

残
り
の

.‘、

注
①
「
母
も
ゆ
き
が
た
な
く
な
り
し
か
パ
、
こ
A
か
し
こ
と
人
を
わ
け
て
た
づ
ね
し
か
ど
さ
ら
に
見
あ
た
ら
ね
バ

．

萬
治
四
年
版
で
は

面
は
延
宝
四
年
版
と
同
じ
で
あ
る
。

従
っ
て
明
和
九
年
版
の
入
木
の
部
分
は

今
ハ

さ
だ
め
て
。．
，．
」
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二
丁
ゥ
＊

上

巻

上

巻

「
板
木
（
写
本）

の
所
在
及
び
紹
介
」

の
所
で、

そ
れ
ぞ
れ
の
板
本
の
特
色
に
つ
い
て
は
言
及
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
各
版
年
の
挿

萬
治
四
年
版、

延
宝
四
年
版、

明
和
九
年
版
の
挿
絵
を
順
に
並
ぺ
て
み
る
と、

萬
治
四
年
版
に
は
見
開
き
三
枚、

片
面
十
二
枚
の
挿

絵
が
あ
る
が、

他
の
版
年
の
も
の
で
は
い
ず
れ
も
そ
の
数
が
半
分
近
く
に
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
板
元
が、

再
版、

ね
て
い
く
に
つ
れ
て
省
略
し
て
し
ま
っ

た
か
、

二
枚
の
も
の
を
一

枚
の
挿
絵
に
合
成
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

例
え
ば
延
宝
四
年
版
で
は
見
開
き
二
枚、

片
面
六
枚
の
挿
絵
が
あ
る
が、

そ
の
九
丁
オ
の
ご
と
き
は
明
ら
か
に
萬
治
四
年
版
に
お

け
る
十
一

丁
ウ
と
十
四
丁
ウ
十
五
丁
オ
の
片
面
1
‘
見
開
き
一

の
二
枚
が
―

つ
に
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

又、

そ
れ
ぞ
れ
の
版
年
の
挿
絵
を、

人
物
の
位
脆
と
か
人
数、

炎
の
形
状、

絵
の
向
き
等
の
面
か
ら
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ、

こ
れ

ら
は
抵
治
四
年
版
系
と
延
宝
四
年
版
系
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一

方
は
写
本
な
が
ら
非
常
に
梢
密
な、

板
本
の
も
の
に
劣
ら
な
い

岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
「
武
蔵
鐙
」

筆
書
き
の
挿
絵
が
七
枚
含
ま
れ
て
い
る
が
、

右
の
分
類
に
よ
る
と
朋
ら
か
に
そ
れ
ら
は
延
宝
四
年
版
系
で
あ
っ
た
。

挿
絵
の
分
類
表

薦
治
四
年
版
と
同
じ
種
類
の
も
の
に
は
＊
印
を
付
し
、

延
宝
四
年
版
と
同
じ
種
類
の
も
の
に
は
＊
印
を
付
し
た
。

萬
治
四
年
版

延
宝
四
年
版

二
丁
ゥ
＊

池
田
家
文
庫

二
丁
ォ
＊

絵
に
つ
い
て
だ
け、

述
ぺ
る
こ
と
に
す
る
。

一、

諸
本
の
特
色

二
丁
ォ
＊

上

巻

（
写
本）

二
種
の
う
ち、

明
和
九
年
版

再
々

版
と
板
を
重

-so-



十
一

丁
ゥ
＊

十
七
丁
オ

＊

二
十
丁
ォ
＊

三
丁
ゥ
＊

下

巻

十
四
丁
ウ

＊

十
五
丁
オ

九
丁
ゥ
＊

八
丁
オ
＊

五
丁
ウ

＊

 

六
T
ォ

二
丁
ォ
＊

下

巻

欠 欠 九
丁
ォ
＊

欠 欠 五
丁
ウ
＊

六
丁
オ

欠 欠 欠 九
丁
ォ
＊

欠 欠 五
丁
ウ
＊

六
丁
オ

二
丁
オ
＊

下

巻

欠 欠 七 六
丁 T
オ ウ

＊ ．

欠 欠 欠 欠．
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十
五
丁
ォ
＊

十
七
丁
ォ
＊

十
九
丁
ォ
＊

◎
萬
治
四
年
版
の
十
一

丁
ウ、

十
四
丁
ウ
十
五
丁
オ
の
見
朋
き
一
、

片
面
一

の
挿
絵
は、

延
宝
四
年
版、

池
田
家
文
庫
本
で
は
片
面
一

枚
の
も
の
に
合
成
さ
れ
て
い
る
が、

明
和
九
年
版
で
は
元
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

◎
謀
治
四
年
版
の
六
丁
オ
の
片
面
一

枚
の
挿
絵
は、

後
の
版
で
は
す
ぺ
て
見
開
き
一

枚
の
絵
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

◎
腐
治
四
年
版
の
十
二
丁
ゥ
十
三
丁
オ
の
見
開
き
一

枚
の
挿
絵
は、

後
の
版
で
は
す
ぺ
て
片
面
一

枚
の
絵
に
縮
少
さ
れ
て
い
る
。

十
二
丁
ウ
＊

 

十
三
丁
オ

九
丁
ゥ
＊

六
丁
ォ
＊

十
五
丁
ォ
＊

九
丁
ォ
＊

欠 十
二
丁
＊
＊

欠 五
丁
ウ
＊

 

六
丁
オ

十
八
丁
オ
＊

一

二
十
四
丁
ウ
＊

欠 二
十
一

丁
オ

欠 十
二
丁
オ
＊

 

十
六
丁
ウ

十
六
丁
ゥ
＊

九
丁
ゥ

＊

欠 十
二
丁
ォ
＊

欠 五
丁
ウ
＊

 

六
丁
オ
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流
布
本
は
見
聞
記
に
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

実
に
克
明
に 、

等
が
記
戴
さ
れ
て
あ
る
の
だ
が 、

岡
山
大
学
池
田
家
文
扉
に
は
二
種
類
の
写
本
「
武
蔵
鐙」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る 。

延
宝
四
年
版
の
写
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

。

し
か
し 、

も
う
一

方
の
写
本
に
は 、

同
じ
「
武
蔵
鐙」

と
題
慕t
は
付
さ
れ
て
い
る
が 、

ー
つ
の 、

挿
絵
を
含
む
も
の
は
前
述
の
ご
と
く 、

中
味
は
前
述
の
流
布
本
「
武
蔵
鐙」

と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら 、

こ
れ
に
も
内
容
の
一
部
に
「
明
暦
年
丁
酉

十
八
日
に
神
田
本
郷
よ
り

火
康
出
来
す 。

云
々
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
流
布
本
と
同
じ ‘
か
の
明
膠
三
年
正
月
十
八
日
の
大
火

に
つ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る 。

従
っ
て
こ
れ
を
「
武
蔵
鎧」
の
異
本
と
し
て
取
り
上
げ 、

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る 。

日
時 、

風
向
き 、

場
所 、

人
名 、

役
瞭
名 、

石
高 、

金
渇 、

人
数

呉
本
の
方
に
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
に
は
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い

．

又 、

異
本
の
栴
成
は
流
布
本
ほ
ど
は

っ
き
り
と
上
巻
下
巻
に
分
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が 、

内
容
か
ら
見
る
と 、

上
の
部
と
下
の
部
に
分
け
ら
れ
る 。

ま
ず
上
の
部
で
は 、

柑
き
出
し

の
説
明
「
わ
れ
一
と
せ
武
州
江
城
の
辺
に
旅
宿
し
て
春
秋
を
A
く
り
け
る
正
月
中
旬
の
こ
ろ
を
ひ 、

お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
火
雉
に
逢 、

や
う

／＼
命
の
か
れ
て・・
・・
・・

互
に
ひ
ぢ
を
枕
と
し 、

時
の
物
が
た
り 、

そ
こ
は
か
と
な
く
語
居
た

り
け
る
に・・・・
」
で
始
ま
り 、

火
が
接
近
し
て
大
さ
わ
ぎ
の
江
戸
城
内
に
お
け
る
将
軍
家
網
や
側
近
達
の
甘
励 、

及
び
幕
府
の
大
火
後

の
始
末
の
備
忘
録
的
な
も
の
で
あ
り 、

庶
民
の
火
市
敢
中
の
様
子
を
魯
い
た
部
分
は 、

ほ
ん
の
わ
ず
か
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
下
の
部
で
は 、

大
火
最
中
や
鋲
火
後
に
あ
っ

た
色
々
な
ニ
ビ
ソ
ー
ド

を
七
つ
取
り
上
げ
て
祖
い
て
あ
る 。

自
分
の
最
愛
の
妻
子

が
自
分
の
目
の
前
で
死
ん
で
ゆ
く
の
を
見
捨
て 、

主
君
の
奥
方
を
救
っ

た
老
臣
が 、

恩
賞
よ
り
も
出
家
を
許
し
て
く
れ
る
よ
う
に
主
君

に
頼
む
も
の
や 、

あ
る
大
身
の
旗
本
の
大
金
持
の
隠
居
が 、

火
演
を
さ
い
わ
い
に
大
儲
け
し
よ
う
と
米
を
買
い
占
め
た
が 、

将
軍
に
よ

る
蔵
米
の
放
出
で
結
局
は
大
批
を
し
て
し
ま
い 、

世
の
物
笑
い
の
種
と
な
っ

て
し
ま
う
も
の
や 、

投
乏
人
の
親
子
に
よ
る
善
行
等
で
あ

四 、

岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
木
の
異
本
に
つ
い
て

春
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I
か
み
を
も
念
じ、

る。
そ
れ
ら
の
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
筵
者
に
よ
る
教
訓
め
い
た
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る。
例
え
ば
「
扱
い
ま
め
か
し
き
御
事
な
れ
ど
も、

恐
れ
つ
A
し
む
べ
き
も
の、
は
な
れ
て
は
な
れ
た
き
も
の
は
よ
く
の
道
也」
と
い
う
書
出
し
で
始
ま
り、

を
見
ず
と
い
ふ
瑣
ま
こ
と
な
る
か
な」

と
も、
か
や
う
の
こ
と
な
る
ぺ
し」
、

も
金
也」
、

「
と
ふ
ろ
ふ
せ
み
を
ね
ら
へ
ば
野
鳥
是
を
う
か
ゞ
ひ
れ
う
し
の
た
め
に
こ
ろ
さ
る
A
を
し
ら
ず

「
是
皆
欲
の
身
を
ほ
ろ
ぽ
す
所
に
あ
ら
ず
や、

「
か
へ
す
が
へ
す、
な
に
墳
も
人
は
知
ま
じ
き
と
思
ふ
心
を
か
ん
や
う

に
か
く
ご
す
べ
し。
た
ゞ
よ
く
色
欲
の
道
ほ
ど
人
を
が
ひ
す
る
専
は
な
し。

っ
て
い
る。
流
布
本
が
鴨
長
明
の
方
丈
記
を
模
倣
し
て
い
る
と
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
考
え
る

と、
異
本
は
方
丈
記
の
仏
教
の
無
常
観
と
い
う
よ
り
も、

次
に
筆
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が、

「
天
に
口
な
し、
人
を
以
い
は
せ
よ
と
い
ふ
事
ま
こ
と
な
る
か
な」
で
終
わ

む
し
ろ
儒
教
的
道
徳
的
な
教
訓
に
厘
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

「
四
つ
の
海、
浪
し
づ
か
に、
吹
風
も
枝
を
な
ら
さ
ず、
降
雨
っ
ち
く
れ
を
う
ご
か
さ
ず。
た
ゞ

戸
ざ
し
を
わ
す
れ
た
り。
誠
に
万
民
の
し
た
が
ひ
た
る
事
は
草
に
か
ぜ
を
く
は
ふ
る
が
ご
と
し」
と
か
「
天
下
の
武
将
源
朝
臣
征
夷
大

将
軍
新
田
家
康
公
四
代
の
孫
征
夷
大
将
軍
家
網
公
の
御
世
に
至
り
て
天
下
い
よ

ー、と
く
に
き
し、

て
ま
つ
る
事
は、

か
と
思
わ
れ
る。

ほ
く
し
ん
に
し
う
せ
い
の
む
か
ふ
る
が
ご
と
し」
、

「
か
く
有
が
た
き
御
綻
か
な
と
て
皆一
ど
う
に
か
ん
じ
た
て
ま
つ
る」
、

五、
活
字
本、
複
製
本

あ
が
め
た
っ
と
む
ぺ
き
も
の
な
り」
、

「
又
世
に
は
な
さ
け
な
き
ぷ
道
人
こ
そ
あ
れ
」

、

「
さ
て
火
事一
ば
ん
に
は
せ
さ
ん
ず
る
大
名
に
は」
、
「
将

「
将
軍
い
さ
さ
か
御
お
ど

う百翌沖宝れた
る
御
気
色
も
な
く]

又
い
の
ち
を
た
す
く
る
も
か
ね、

っ
A
し
み
恐
る
ぺ
し」
、
「
な
を
も
し
ん
じ
ん
に
い
り、

「
鹿
を
お
ふ
り
や
う
し
大
山

は
ぢ
を
か
く

し
よ
こ
う
万
民
の
つ
き
し
た
が
ひ
た

軍
其
夜
ハ
御
西
の
丸
に
御
座
な
さ
せ
ら
れ」
等
々
の
言
葉
か
ら、
こ
れ
は
何
か
幕
府
と
か
か
わ
り
の
あ
る
人
間
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

活
字
本
と
し
て
は、
明
治
二
十
匹
年
出
版
の
東
京
博
文
館
発
行
の
「
近
古
文
芸
混
知
叢
書」
第
十一
編
所
収
の
も
の、
昭
和
四
年
八
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742
頁
l

⑱ほ
し
る
も
あ
り
こ
れ
は

／＼
と
い
ふ

739
頁
118

園至
る
ま
で
百
廿
ケ
寺

曾
る
ま
で
百
六
十
ケ
寺

734
頁
115
⑮
い
く
千
百
と
も
数
し
ら
ず

⑮ぃ
＜
千
万
と
も
数
し
ら
ず

版
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

依
っ
た
も
の
で
は
な
く
「
温
知
叢
醤」
を
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る。
又、
更
に
引
き
写
し
の
過
程
で
も
誤
り
が
発
見
さ
れ
た。

次
に
「
日
本
随
筆
大
成」
の
誤
り
と、
正
し
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く。

729
頁
l

得所
の
ゆ
く
か
た
に
し
た
が
ひ

⑮心
の
ゆ
く
か
た
に
し
た
が
ひ

（
特
に
著
し
い
も
の）

所
に
の
ぼ
る
誤
字
や
欠
落
が
発
見
さ
れ
た。
両
害
の
誤
字
や
欠
落
が
ほ
と
ん
ど一
致
す
る
こ
と
か
ら、
「
日
本
随
筆
大
成」
は
原
本
に

時
の
状
況
を
画
き
た
る
も
の
に
て
本
文
と
相
俣
っ
て
考
証
の
資
料
た
る
べ
し。
奥
付
に
は
『
萬
治
四
年
丑
三
月
吉
日

町
中
村
五
兵
衛
開
板
』
と
あ
り、
そ
の
後、
明
和
九
年
に
再
板
せ
り。
睾衣
に
温
知
叢
甚
に
収
め
た
り。
」
と
あ
る。
従
っ
て
延
宝
四
年
版

又、
今
度、
大
阪
市
立
大
学
蔵
の
萬
治
四
年
版
と
「
日
本
随
華
大
成」
と
「
温
知
叢
掛」
の
も
の
を
比
較
し
た
と
こ
ろ、
五
十
五
箇

寺
町
二
条
下
ル

月
出
版
の
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
発
行
の
「
日
本
随
筆
大
成」
第
三
期
第
三
巻
所
収
の
も
の、
複
製
本
は・
「
古
板
地
誌
叢
書」

四
十
五
年）
だ
け
で
あ
る。
こ
れ
ら
に
は
全
て
萬
治
四
年
版
を
載
せ
て
い
て、
例
え
ば
「
日
本
随
筆
大
成」
の
方
に
「
そ
の
挿
図
は
当

（
昭
和

-55-



り
て
き
か
せ
侍
ら
ん。
そ
れ
が
し
十
八
日
の

742
頁

い潤下
や
し
き
以
上
九
ケ
所

⑮
ゃ
し
き
以
上
十
九
ヶ
所

屑
し
る
も
あ
り
あ
る
ひ
は
屋
の
う
へ
に
あ
が
り
て
に
ぐ
る
も
あ
り
こ
れ
は

／＼、
と
い
ふ

755
頁

邸園添
誓
寺
薬
師
寺

珀禾
誓
寺
典
学
院
吉
祥
寺
金
剛
院

弥勒
院
大
竜
寺
仏
光
寺
薬
師
寺

761
頁
116

細ぎ
A
給
へ、
そ
れ
が
し
十
八
日
の

峨
A
給
へ、
そ
れ
が
し
こ
と
の
ほ
か
な
る
め
ん
ぽ
く
を
う
し
な
ひ
た
る
と
申
ハ
此
折
か
ら
の
事
な
り。
と
て
も
の
こ
と
に
語

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら、
萬
治
四
年
版
の
原
本
に
よ
る
翻
刻
が
必
婆
と
思
わ
れ
る。
異
本
の
内
容
は
全
く
世
に
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で、
こ
れ
の
翻
刻
の
準
備
を
進
め
て
い
る。

（
本
学
十
九
回
卒
業、
岡
山
県
立
勝
山
高
校
教
論）
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